南病棟チームカンファレンス記録
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令和2年12月7日（月）　　　　　　　　　司会：加藤　大樹　記録：田端　公子
	上野雅
	澁谷
	本川
	上野由
	佐藤
	坂本
	加藤
	北山
	藤田タ
	新田

	○
	○
	明け
	○
	公休
	○
	○
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	公休
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	奥寺
	北向
	馬場
	藤田智
	紫葉
	小澤
	
	
	
	

	明け
	欠
	休憩
	○
	○
	業務
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・健康診断を受けられたスタッフはＲ２年秋春健康診断結果を配布致します。

 　職員の皆様は下記日程でお受け取りいただけますようお願い致します。

 　日時　12/9（水）　　9:00～9:15　16:00～16:15

　　　　　12/10（木） 　9:00～9:15　16:00～16:15
・SGM～退院支援を勧めるようにして下さい。
＜ユニット移動＞

中市　正治様　　南B104号室 ➝ 南A117号室　※電カル上(本人Ｃ205号室)

池野　功一様　　南B104号室 ➝ 南C201号室
馬場　英世様　　南C201号室 ➝ 南A116号室　※電カル上(本人Ｃ205号室)

和田　ノブ様　　南C202号室 ➝ 南B104号室
河原木きみゑ様　南A123号室 ➝ 南B104号室
加賀　イト様　　南A115号室 ➝ 南B104号室
栃木　春子様　　南C202号室 ➝ 南B104号室
橘　　フサ様　　南A116号室 ➝ 南C202号室
木村　　茂様　　南B101号室 ➝ 南A113号室　※電カル上(本人観察室)

中村　春雄様　　南B104号室 ➝ 南A115号室　※電カル上(本人D209号室)

盛田　豊實様　　南B101号室 ➝ 南A123号室　※電カル上(本人B101号室)

＜居室移動＞

中村　さつ様　　南B103号室 ➝ 南B101号室
手塚　辰昭様　　南B104号室 ➝ 南B101号室
＜業務改善・検討＞
・特になし。
＜船場Ｄｒ診察＞
・舛森　市太郎様～左下腿蜂窩織炎の色素沈着部位は、血流再開している様子との事

潰瘍部の排膿は少量付着のみ臨時薬 ツムラ排膿散及湯エキス顆粒　2.5g3包 1日3回（ｎｄE）7日分継続処方あり。
・中市　正治様～12/1嘔吐・食後の嘔気反射、下痢症状持続している事 報告

診察中、 本人より「数日前には上腹部の不快感・痛みがあったが、今　　日はすっかり治っている」との申告あり腹部触診により腹壁 軟 圧痛ないため、現在内服中の126ツムラ麻子仁丸エキス顆粒2.5g3包 1日3回（ｎｄE）一旦中止の指示あり（除剤済）今後 便秘症状がみられた際には、再度 薬剤調整していくとの事。
・岡村　トミ様～両下腿～足背・右手背の浮腫持続。

生食100㎖＋フロセミド40mg2A/日 3日分処方あり経過観察の指示。
臨時薬 107ツムラ牛車腎気丸エキス顆粒2.5g3包 1日3回 (ｎｄE) 14日分継続処方あり。
＜金Dr診察＞
・高橋千代子様～主治医へ PL配合顆粒飲み切り（～12/5昼）バイタルサイン異常・風邪症状なく経過している事 報告内服止めのまま経過観察の指示あり。
・戸耒　茂様～他科薬（あおば循環クリニック）28日分（1/6まで）鑑別済

主治医より内服継続の指示あり。

＜患者様連絡事項＞
・田沼　清子様～14:30～15:30　心理検査MMSE、FAB、（治験評価）実施。
・服部　英喜様～南山苑入所の為、10時退所となる。
・木村　茂様～栄養士より、以前、低血糖あった事について経口摂取量変更の提案あり

本日～エネプロゼリ－ １‐１‐１に増量し経過観察していく事となる
＜要注目患者様＞
・山田　みつゑ様～朝食は一部介助にて、むせ込み無く全量摂取される。オムツ内、排尿確認。血尿、コアグラは見られず。
・中村　さつ様～見守りで、自室で摂取される。「パンは好きだから」と、2/3摂取されている。摂取中は悲観的発言は聞かれない。対面時には「先生にもスタッフさんにも迷惑かけた」「ここにはもういられない」とのはなしあり　ベッド臥床したまま涙ぐんでいる

顔面点状出血・前頚部発赤持続。引き続き、101号室で行動見守り必要。

・中市　正治様～食後は、臥床されている。小声での独語聞かれるが、声掛けには穏やかに返事されている。
・加賀　イト様～ハルンバック・ライン弄りなく落ち着いて過ごされる。妄想様の発言聞かれず落ち着いて経過する。
・田沼　清子様～準夜帯は食事を自力摂取しない他者に対して介助しようとしたり、クリミールを盗食する事あり介入要していたが、本日は盗食はなし。
・松森　英作様～棟内徘徊している。易怒性なし。
・角谷　守通様～傾眠、流延され過ごされている。声掛けに追視あり。開眼されているが、体動なく経過されている。
・阿部　和美様～徘徊されて過ごされている。問題行動は無い。
・高橋千代子様～主治医へ PL配合顆粒飲み切り（～12/5昼）バイタルサイン異常・風邪症状なく経過している事 報告内服止めのまま経過観察の指示あり。
・三上　ミヨ様～朝食時独語、妄想的言動あり。介入介助に対し易怒的な様子見られている。
＜退院支援＞
・中市　正治様～退院支援としてご家族様へ架電行っている。（川村様）

現在成年後見人申したて中ではあるものの以前動きが無く

また施設申込みを行っても退院へ結びついていない状態である事　お話し今後どうしていくかをご家族様で検討して頂きたい事お伝えし終話している。
・馬場　英世様～南山苑日沢SWより架電あり。

先日の訪問調査の結果、入所受け入れ可とのこと。

しかし、1月にサンシャイン（特養）の訪問調査の予定があるとの　　ことで、他の患者様の退院支援状況もみながら調整をしていくこととした。
・鈴木　徳美様～老健はくじゅ鈴木様より。

9月10日の訪問調査の結果、受け入れ可能な状態ではあったが、　　　ロドピンとメマンチンは施設での採用がなく他剤へ変更可能か問合せがあった。

しかし、訪問調査後に点滴が開始となったこと、ご家族様将来的には　経管栄養を希望されていることを伝えると、点滴の利用者様の受け入れは現時点では難しいとのことで、入所判定保留となる。症状改善した際には再度相談することを伝えている。
・南舘　正弘様～みちのく記念病院から退院日について連絡あったとの事。令和3年1月5日（火曜日）9：30介護タクシーにて当院発との事。
・大澤　廣子様～特養「見心園」相談員　野田頭様へ連絡。
訪問調査の結果、問題なく受け入れ可能。しかし、入所日の目処は　　まだたっておらず年を越すかもしれないとのこと。
書類は用意しておく。
・手塚　辰昭様～弟妻より連絡

リストに印をつけていた南部町の有料4件、むつ市GH「くろもり　　　の郷」は連絡しこれから申込み予定。

どこも現在空きはないこと、むつ市の施設は全て2週間むつ市滞在し　てからでなければ入所できないことは予め弟妻へ伝えていたが、連絡した際空床がないと言われたことで気持ちが焦り、むつ市のリスト(小規模多機能ホーム等も含む)の中から印をつけていないところにも適当に問い合わせを行い、更にどこに連絡したか忘れてしまったとのこと。また、「入院は12月31日までだべ？」と話しているため、介護保険証の期限は関係ないと伝えている。

＜事故の振り返り＞
・中村　さつ様の縊首未遂事故の振り返り行っています。

＜転棟患者様情報＞
担当NS　佐藤
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患者様氏名 佐藤 セツ  　様  担当主治医　：　田名部　茂

なし

入院年月日 令和2年7月21日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　アルツハイマー型認知症  身体合併症　：　神経性うつ病、不眠症、慢性気管支炎、糖尿病、腰痛症、本態性高血圧症、便秘症、関節痛、進行性指掌角皮症、腓腹筋痙攣、殿部大腿部疼痛、腎盂腎炎、アレルギー性鼻炎、低カリウム血症、肺炎、表在性皮膚感染症

備考

最終排便（R2年12月6日）

精神症状 被害的言動、抑うつ感

問題行動 注意力散漫

処遇制限 なし

自立

 

 ※必要時差し入れ可、売店利用可（5000円/月）

最終入浴日（R2年12月1日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

施設を検討中（申し込み未）

現在の処置 右第1趾陥入爪：ゲンタマイシン塗布

ADL



入院前は単身生活（生活保護受給中）。

ケアマネ：ケアステーション香ノ鳥の里　　上村様

キーパーソンの次女様（八戸市在住）うつ症状あり。長女様（階上町在住）とは数十年間疎遠の状態。

HBｓ抗原（＋）



※12/6車椅子のブレーキかけ忘れあり、臀部・左後頭部ぶつけている（経過観察指示）。外傷無し。


